
申込書記入例 記入には全て黒インク又は黒ボールペンを用い、間違いのないようにハッキリと丁寧に、楷書で書いてください。数字は算用数字とします。記入に必要なコードは、

ホームページに掲載しているコード表を参照してください。なお、この受験申込書は、電算処理するので絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

「試験の職種」

受験しようとする試験の職種名とそのコード（コード

表１）を記入してください。

なお、高等学校卒業程度「事務」申込者で、第２志望

及び第３志望の職種を希望しない場合は、「なし」と

記入してください。

「氏名」

上欄にカタカナ、下欄に漢字

で記入してください。カタカ

ナは氏と名の間を１字あけ、

濁点（゛）、半濁点（゜）は

１字として、左端から記入し

てください。

「必ず連絡できるところ」

急ぎの連絡をする場合がありま

すので、必ず本人に連絡できる

電話番号を記入してください。

「氏名（自署）」

記入年月日を記入し、氏名を必ず自署して

ください。

「国籍」

日本国籍の人は「レ」を記入

してください。

「現住所」

現在実際に住んでいる住所を記入してください。（６２～６３）の欄には都道府県コード（コー

ド表２）を、（６４～６６）の欄には市区町村コード（コード表３）を記入してください。

県外又は外国の場合は、市区町村コードを記入しないでください。

「学歴」

「最終」の欄には、既に卒業

（修了）又は採用時期までに

卒業（修了）見込みの学歴の

み記入してください。

「上記の前」の欄には、中学

校及び小学校の学歴は除いて

記入してください。最終の学

校については、（６７～７１）

の欄に学校コード（コード表

４）、（７２～７３）の欄に

学部・学科のコード（コード

表５）、（７４）・（７５）

の欄に学歴、卒業・卒業見込

み等の区分コード（コード表

６、７）を記入してください。

「在学期間」

留年期間等も含む、実際の在学年数

を記入してください。

「試験地」

仙台を選択し、「１」を記入して

ください。

「２」の東京及び「３」の大阪は

選択できません。

「資格・免許」

記入しないでください。


